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　近年のブロードバンド・インターネット
の急速な普及にともない、各地の地域情報
サイトでは、地域の観光情報を映像でスト
リーミング配信するウエブキャストの取り
組みが徐々に増えてきた。本稿ではこうし
たインターネット放送を利用した観光情報
発信について、いくつかの事例をもとに今
後の可能性について考えてみたい。

１．１．１．１．１．先駆けとなった天草テレビ先駆けとなった天草テレビ先駆けとなった天草テレビ先駆けとなった天草テレビ先駆けとなった天草テレビ
　インターネット放送による観光情報発信
の先駆けとなったのは、2001年３月に開局
した天草テレビ（http://www.amakusa.tv/）
だろう。
　天草テレビは、かつて電通グループの
セールスプロモーション会社の電通プロッ
クスにいた金子寛昭が、1998年に退社して
地元（熊本県本渡市）に戻り、天草エアライ
ンを経て2000年に独立して立ち上げた、日
本で最も初期のインターネット放送局であ
る。スタート時期が早かったことや、映像番
組のレポートを担当する初代の女子アナに、
地元の85歳の女性を起用したある意味でミ
スマッチの面白さにより、（財）インター
ネット協会編『インターネット白書2001』イ
ンプレスを始め、ＩＴ関連の雑誌、新聞、テ
レビのニュース等、様々なメディアで紹介
されて、多くの人に知られるようになった。
　天草テレビでは、天草地域の様々な話題
を紹介する数分から数十分の番組を随時サ
イトにアップし、会員が有料（月額315円）
で視聴出来るようにするとともに、併せて
こうした映像に惹かれてサイトを訪れた

ユーザーに対し、地元の飲食店、宿泊施設、
レジャースポット、特産品等を紹介する
コーナーを無料（広告ベース）で提供するビ
ジネス・モデルを構築している。現在、金子
以外にスタッフは、広告営業を行うパート
の女性が５人おり、また２代目の女子アナ
として、地元で農業を営んでいる88歳の女
性と、英会話学校の講師をしている24歳の
アメリカ人女性の２人が、サイト上にアー
カイブされた番組の中でレポーター役を務
めている。

天草テレビ代表　金子寛昭氏

　天草には、天草ケーブルネットワークと
いう地元のＣＡＴＶ局があって、そこでは
コミュニティ・チャンネルで様々な地域情
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報を番組にして放送しており、地元の観光
情報を紹介する天草観光協会のサイト
（http://www.amakan.ne.jp/）もある。
　だが「ＣＡＴＶは地元の加入世帯しか視
聴することが出来ないのに対し、天草テレ
ビは全国どこからでもアクセスすることが
出来、実際に会員の内、九州在住の人は１割
程度で、後は首都圏を始めとする全国各地
に散らばっている」（金子）という。また観
光協会のサイトでは、飲食店や宿泊施設の
情報を全て横並びで紹介することしか出来
ないが、天草テレビでは、ユーザーによる人
気投票ランキングを行うことで、観光協会
とは差別化している。
　こうしたインターネットによる地域情報
番組の有料配信は、おそらく天草テレビの
ように内容がユニーク（ＩＴとはミスマッ
チな面白さを演出する80代、あるいは日本
語の堪能なアメリカ人の女子アナによるレ
ポート）で話題性があり、多くのマスメディ
アに取材を通して露出することで、無料で
の宣伝効果が期待出来るという特殊な条件
が揃って、始めて可能となるものだろう（天
草テレビの後に誕生したインターネット放
送局で、地域情報番組を有料で配信してい
るところはほとんどない）。
　けれども商業ベースでのサイト運用では
なく、地域プロモーションのため無料配信
でもかまわないのなら、熊本県球磨郡山江
村が運営する山江村民テレビ（h t t p : / /
www.ystv.jp/）のように、全国各地から多
くの視聴者を集め、2003年度の（社）デジ
タルメディア協会主催第９回ＡＭＤアワー
ドのリージョナル賞に選ばれたところもあ
る。
　ただ今日、映像制作に必要なハード、ソフ
トの価格は劇的に下がり、物理的には個人
で映像制作することが可能になったものの、
まだインターネット上で不特定多数の人達
に視聴してもらうのに必要な一定のクオリ
ティ以上のユニークな番組を制作するスキ
ルを持った作り手は（特に地方では）少な
く、このことが天草テレビや山江村民テレ

ビのようなインターネット放送局が、ごく
限られたものしか存在しない大きな理由と
なっている。

２．２．２．２．２．携帯電話への配信に向けて携帯電話への配信に向けて携帯電話への配信に向けて携帯電話への配信に向けて携帯電話への配信に向けて
  天草テレビとほぼ同時期に、全国各地の
住民が制作した地域の映像素材を、放送局
（地上波、衛星放送、ＣＡＴＶ）やブロード
バンド・サイト事業者等に仲介して配信す
るシンジケーション・ビジネスをスタート
し、現在は次世代携帯電話向けの配信に大
きく方向転換しようとしているオーエン
（http://www.oen.co.jp/）という会社があ
る。
　オーエンは、かつて香川県高松市に本社
のある日本テレビ系列の西日本放送（ＲＮ
Ｃ）にいた東浩司が2000年に退社し、翌2001
年１月に設立した会社である。東はＲＮＣ
時代に『ズームイン!!朝!』の制作に関わる
中、全国から映像素材を集めるのにかなり
のコストがかかっているのに注目し、「地上
波デジタル放送のスタートに向けて、放送
局はよりいっそうのコスト削減を求められ
るようになる中、番組ではなく映像素材な
ら、アマチュアの人達の制作したものを利
用するようになるのではないか」と考えた。
そして東自身で全国各地を回って、各地域
に住む一定のクオリティの映像素材の制作
が可能なアマチュア制作者300 人程が参加
するネットワークをつくり、彼らに１テー
マ３分間の素材を制作してもらい、それを
アーカイブして放送局やブロードバンド・
サイト事業者に販売する「個夢劇場」
（h t t p : / / w w w . c o m g e k i . c o m / ）と
いう事業をスタートした。
　だが東の思惑とは裏腹に、放送局は制作
プロダクションにより低価格で映像素材の
発注を行い、また多くの事業者が試みたブ
ロードバンド・インターネットでの映像コ
ンテンツの課金ビジネスは成功せず、オー
エンのビジネスは根底から戦略の見直しを
迫られることになる。
　そうした中で東が次に目をつけたのは、
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次世代携帯電話向けの映像配信だった。携
帯電話の場合、インターネットと異なり、有
料コンテンツの視聴も一般化している。た
だし各地域の映像素材を単に携帯サイト上
にアーカイブしただけでは、誰も視聴しよ
うとしないだろう。
　そこでオーエンでは、次世代携帯電話の
普及を進める某携帯キャリアと提携して、
（観光客向けの観光情報も含めた）地域情報
と地域の（主に癒し系の）映像素材を自動的
に組み合わせて配信する携帯放送を企画し、
2005年度からサービスを開始する予定であ
る。
　「こうした携帯放送は、東京のような大都
市で行うのではなく、高松規模の地方都市
で行うことで、かえって地元の誰もが知っ
ている大型小売店、あるいは観光ガイド
ブックに載っている飲食店、アミューズメ
ント・スポット等のクーポン付き広告を取
りやすく、またタウン誌等の他媒体とも提
携しやすいというメリットが生まれる」
（東）という。

オーエン代表　東浩司氏

　現在、携帯電話の世界では、jigブラウザ
のようなＰＣサイトの閲覧が可能なブラウ
ザも生まれ、将来、もしそこにプラグイン機
能も加わるようになることまで考えるなら、
携帯電話向け有料コンテンツ配信市場がど
うなるか予断を許さないが、ただオーエン

の進める携帯放送は、次世代携帯電話のコ
ンテンツ・ビジネスにおいて大きな可能性
を秘めており、今後の展開に注目したい。

３．３．３．３．３．地域ポータルの魅力化のために地域ポータルの魅力化のために地域ポータルの魅力化のために地域ポータルの魅力化のために地域ポータルの魅力化のために
　これまで見てきたようにインターネット
放送を利用した観光情報発信は、映像制作
に必要なハード、ソフトの低価格化によっ
て、（番組ではなく地域を紹介するウエブ・
コンテンツとしてなら）個人による制作が
容易となり、全国各地で一定のクオリティ
の地域映像を制作することが可能なアマ
チュア制作者も増えてきたが、ブロードバ
ンド・インターネットによる有料でのビジ
ネス・モデルは未だほとんど確立されてお
らず、商業ベースで採算を確保するのは非
常に難しい状態である。そのため今後、地域
の観光情報を配信するインターネット放送
局は、天草テレビのような例外を除くと、自
治体が地域の活性化と観光プロモーション
を目的に無料で行うケースが中心となる見
通しである。おそらく商業ベースでの映像
配信の取り組みは、オーエンのように既に
コンテンツ課金ビジネスの成立している携
帯電話向け配信（携帯放送）へと向かう可能
性が高いだろう。
　だが映像配信が中心のインターネット放
送局ではなく、地域ポータルサイトをより
魅力的なものにするため、映像コンテンツ
を有効に活用するという形なら、インター
ネット放送を利用した観光情報発信は、商
業ベースでも充分に成立し、大きな役割を
担うのではないだろうか。実は天草テレビ
もオーエンの目指す携帯放送も、映像単独
での課金収入によって成立しているのでは
なく、映像と連動した広告収入とセットで
トータルに採算を確保するビジネス・モデ
ルである。そしてこの地域ポータルサイト
での映像配信は、映像コンテンツはサイト
全体をプロモーションする一つの素材とし
て位置付けて（広告収入のみで）無料提供
し、ただそうした映像コンテンツがあるこ
とで、サイトにより多くの集客を確保する
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（あるいはアクセス・プロバイダ事業も併せ
て行っている場合は、それを売りに加入者
を獲得する）発想である。
　こうした地域ポータルサイト内で観光情
報を始めとした映像コンテンツ配信を行っ
ているのが、福岡県と大分県を中心に地域
ＩＳＰ（インターネット・サービス・プロバ
イダ）事業を併せて展開するコアラである。
コアラは地域ＩＳＰとして、両県でそれぞ
れ約5000人、他の地域も含めて１万人以上
の会員を抱えているが、近年ではビジネス
の比重を徐々に地域ポータルサイト事業に
移しつつある（地域ＩＳＰ事業からの収益
は、全体の半分程度）。
　コアラはもともと1985年５月に大分県地
域経済情報センターを事務局に大分パソコ
ン通信アマチュア研究協会として誕生した
パソコン通信ネットワーク（地域ＩＳＰ事
業は1994年から）で、1993年に会員数2000
人に達した際、運営を会員の創意を得て意
志決定するのではなく、運営委員会を設け、
そことコアラ会員が利用契約を結ぶ任意団
体ニューコアラを立ち上げた。そしてその
ニューコアラが、ユーザー・サポートに必要
な資金、人材面での拡充、安定化を図るた
め、2000年にＩＳＰ事業等の収益事業部門
を移管するべく、新たに立ち上げたのが株
式会社コアラである（ニューコアラの方は、
この後も非営利の地域活性化のための活動
を行う団体として、今日に至るまで存続）。
　なおこれに先立って1997年には、福岡市
天神に情報ステーションが開設され、1998
年から福岡県でも地域ＩＳＰ事業を開始し
ていた。そして福岡と大分を拠点に今日、天
神コアラ（http://tenjin.coara.or.jp/）、
大分コアラ（http://www.coara.or.jp/）と
いう２つの地域ポータルサイト事業も併せ
て展開し、地域コンテンツによる地域活性
化を目指している。またかつてコアラ事務
局で活動していたメンバーが三重に移り住
み、コアラのブランドで立ち上げた地域
ポータルサイトとして、三重コアラ（http:/
/icap.coara.or.jp/）がある。あと他に大

分県由布院町の由布院観光協会と提携して
立ち上げた「ほっこりゆふいん」（http://
yufuin.coara.jp/）というサイトもある。

天神コアラのオフィス

　そしてブロードバンド・インターネット
に対応した地域ポータルサイトとしてのコ
アラの魅力を高めているのが、「天神エスプ
レッソ」（http://www.espre.jp/index.html）
や「ＣＯＡＲＡ　ＴＶ」（h t t p : / /
rnews.coara.or.jp/jnews/luna/html/
set.html）のような映像コンテンツである。
「天神エスプレッソ」は、映像付きで天神の
様々な情報を配信する電子新聞で、また「Ｃ
ＯＡＲＡ　ＴＶ」は、コアラが独自に制作し
た地域の様々な映像番組を、バルーンシス
テムというプッシュ型映像配信機能を利用
して見せるサイトである。

４．４．４．４．４．映像での観光情報配信の意味映像での観光情報配信の意味映像での観光情報配信の意味映像での観光情報配信の意味映像での観光情報配信の意味
　コアラ代表取締役社長の尾野徹によると、
「コアラは福岡、大分両県でのブロードバン
ド・インターネット環境を普及させるため、
2000年に株式会社化した後、大規模なイン
フラ構築の先行投資を行ったが、これに
よってブロードバンド向け映像コンテンツ
の配信を、他に先行して行うことが出来た。
けれども映像コンテンツ自体での採算確保
は困難で、たとえば『天神エスプレッソ』は
九州電力が、福岡の音楽関連情報を映像で
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発信する『福岡音楽ポータルサイト』
（h t t p : / / w w w . f u k u o k a m u s i c . j p /
index_j.html）は福岡市がスポンサーとな
り、それぞれ資金提供を受けて運営してい
る。ただしいつまでもスポンサーに頼れな
いので、今後はその配信システムを外販す
ることで、独自に収益確保いていくことを
考えている」という。
　このようにインターネットを利用した映
像コンテンツ配信は、今のところビジネス
として採算に合わないが、それでもコアラ
が力を入れる理由として尾野は、「地方文化
の情報発信拠点を自負するコアラがやらな
いと、インターネット上を流れる映像情報
は地方発のものがなくなり、全国規模の大
手ポータルサイトによって東京から発信さ
れるものだけになってしまうから」と語る。
そして「インターネットでの映像配信は、Ｃ
ＡＴＶのように完成された番組を放送する
のとは異なり、各地域の市民が手軽に映像
で情報発信することが出来る。今後、そうし
た特色を活かして市民の投稿による映像掲
示板等を設けることで、新しいマーケット
を開拓出来るのではないか」（尾野）と考え
ている。
　その中で映像による観光情報の提供につ
いても、「エンターテイメント系の情報に比
べると、（自治体等がスポンサーとならない
限り）収益確保が難しいが、ブロードバン
ド・インターネットの環境が当たり前のも
のとなる中、コアラが開発した宿予約シス
テムに、将来的にブログや地図情報システ
ムとともに、映像情報も連動させていきた
い」（尾野）という。コアラのサイト以外に
も、有志と共にＩＴにより大分県の観光を
ＰＲすることを事業目的としたＮＰＯ法人
観光コアラを2003年11月に立ち上げ、観光
情報を発信する市民の育成活動にも取り組
んでおり、「この中から映像で各地域の観光
情報を発信する人材も育って欲しい」と期
待している。
こうしたインターネットを利用した映像で
の観光情報発信に対するコアラの取り組

コアラ代表　尾野徹氏

　みと、前に紹介したオーエンの携帯放送
の取り組みの根底に共通するのは、イン
ターネットや携帯電話での映像配信を、既
存の放送とはまったく別のものと考え、プ
ロが制作した番組ではなく、一般の市民（ア
マチュア）が制作した一定のクオリティの
映像を、サイト内の他の情報と有機的に連
動させることで、不特定多数の視聴者に関
心を持って見せることが出来るという発想
である。確かにコスト面の問題さえクリア
されれば、観光スポットの魅力をテキスト
や画像以上にリアルに伝えることの出来る
映像は、大きな効果を発揮するものと思わ
れる。
　ただしその成功は、インターネットや携
帯電話を地域メディアとして活用し、そこ
に観光も含めた地域の魅力を伝える情報を
映像にして発信することで、観光振興と地
域の活性化を実現する担い手としての市民
を、どれだけ育成して確保することが出来
るのかにかかっているだろう。今後のオー
エンやコアラによるこうした地域の映像情
報発信者の育成に、ぜひ注目していきたい。
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